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「 

 

ご聖体訪問 
 

「先生，一つだけ，お願いがあります。」 
 
専科の先生が廊下を通るのを待っていたか

のように近づいてきた1年生の男の子が声をか

けてきました。 
 

「なーに？」 

「一回だけでいいので，マスクを外して見せてく

ださい。」 
 
  顔全体のおよそ半分を隠してしまうマスクの

着用は，子どもたちにとっても今や日常となっ

ています。日頃専科の授業で顔見知りの先生

も，入学して間もない 1 年生にとっては，“半

分だけの顔見知り”なのかもしれません。どん

な顔をしているのか，マスクを着けているとき

とどんなに感じが違うのか，1 年生の男の子に

は，とても興味があったようでした。 
 
「ありがとうございました。」 
 
先生の顔全体を見るのは初めてだったのか，男

の子はとても満足そうに，にこにこ笑顔で教室

に戻って行きました。 

ところで，朝登校した子どもたちは，まず聖

堂に立ち寄り，イエス様にお祈りをしてから教

室に入ります。一度も会ったことのないイエス

様，一度も見たことのないイエス様が聖堂に確

かにいらっしゃることを子どもたちは信じて

祈っています。マスクなど何も着けていない素

顔のイエス様を直接見てみたいと思う子も中

にはいるかもしれませんが，それよりも，イエ

ス様の存在 

を心から信 

じ，何でも 

安心して話 

しかけてい 

いのだとい 

う気持ちの 

方が大きい 

ようです。 

 

スクールバス 
車内の風景、今・昔！ 

 

 スクールバスを利用している子どもたち，

朝，登校時の車内の様子は，以前と今では，様

変わりしています。 

南山小学校がスクールバスを運行するよう

になって今年度で２２年目を迎えます。スク

ールバスを利用するときは，乗合バスや電車，

JR など公共の乗り物を利用するときと同じ

ように静かにし，周りに迷惑をかけないよう

にと当初から指導してきました。 

 ところが，南山小学生だけ乗車のスクール

バスに慣れてくるにつれて，次第におしゃべ

りが多くなり，声も大きくなって，度々注意

を受ける子が出てき始めました。注意しても

注意しても，元気すぎる子どもたちには通じ

ません。改善策に苦労した時代が数年間は続

きました。 

 最近の朝のスクールバス内の様子は以前と

はずいぶん違います。大声で騒ぐ子も周りに

迷惑をかける子もいません。静かです。とい

うのは，眠っている子が多いのです。乗って

きた直後に，もう寝ている子もいます。こん

なに朝早くからぐっすりと眠り込むなんて，

いったい何時頃寝ているのだろうかと心配に

なるくらいです。朝から元気さがないので，

「おはようございます」「お願いします」「あ

りがとうございました」の元気な挨拶の声も

以前よりは少なくなっています。 

 「南山生活リズムカード」の取り組みが終

わったばかりですが，お子様の睡眠時間は十

分かどうか，挨拶はきちんとできているかど

うか，今一度見直しをしていただきたいと思

います。 

 

聖堂の正面には聖櫃があり，その聖櫃の中に

ご聖体が安置されていること，安置されている

ご聖体そのものがイエス様であることを，子ど

もたちは宗教の時間に学びます。聖堂でイエス

様にお祈りをするのは，このご聖体のイエス様

にお祈りをしているのです。そういったことか

ら，聖堂にお祈りをしにいくことを“ご聖体訪

問”といいます。 

子どもたちは，毎朝，家族のことや友達のこ

と，自分自身のこと，心配な世の中のことなど

について，お願いをしたり感謝をしたりしなが

らご聖体のイエス様とお話をしています。静か

に手を合わせ，イエス様と熱心にお話をしてい

る子どもたちの姿は，とてもきれいです。 

6 月の初めのミサの中でサントス神父様は， 
 

「朝，聖堂で祈るみなさんの姿はとてもすばら

しいです。わたしは，みなさんの祈る姿を見

て感動しています。毎回毎回感動していま

す。」 
 

と話してくださいました。 
   

聖 体：キリストの御体と御血とされるパンと

葡萄酒のこと。聖櫃の中に安置されて

いるのは薄い円形の小さなパンのみで

あり，ミサの中でもカトリック信徒は，

通常パンのみを拝領する。 

十字架につけられる前日，イエス様が 

最後の晩餐のときに制定された。 
 

※  聖堂で両手を合わせてお祈りをするこ

と，家庭祭壇の前で手を合わせること，お

寺や家の仏壇の前で手を合わせることは，

とても大事なことだと思います。人間の力

だけでは到底及ばないものがあること，わ

たしたちは，その目には見えない大きなも

のにいつも見守られていることなど，神仏

に対する畏敬の念を小さい子どものうちか

ら大切に育てていってほしいと思います。 

♪ いっしょにうたおう 
 

きもちが くらくなったなら さけぼうよ イエスさまに （ハレルヤ） 

なんでも しってる イエスさま すぐに たすけてくれる 

ハレルヤ じゅうじかを みあげて ハレルヤ いっしょにうたおう 

ハレルヤ なにがおこっても イエスさまが いつもいっしょさ 

 教 室 紹 介   

５年１組 担任 濵﨑 晴美 先生 
 
 素直で明るく，元気，とにかく子どもらしい

仲間の集まりです。教室の後方から参観してい

ると，みんなが一つにまとまって授業に参加し

ている様子がよく伝わってきます。特に，話を

聞く力はすばらしく，これからもずっと続けて

ほしい 5年 1組の財産となっています。 

 ・みんななかよく明るく楽しいクラス 

 ・気持ちのいいあいさつができるクラス 

 ・よく考え自ら行動できるクラス 

3 つの学級目標の達成をめざして，学習に，ク

ラスの係活動に，そして委員会活動にも毎日が

んばっている子どもたちです。 

 家庭科の学習では，玉むすびや玉どめ，並ぬ

いや返しぬいなど基本的な縫い方を練習して

います。今は，フェルトを使った小物作りが楽

しいようで，意欲的に挑戦しています。 

 算数では，小数のかけ算・わり算を終え，「小

数の倍」を学習しているところです。数直線を

使ったり学び合いを深めたりしながら，算数の

本質である「考える力」を大切にできるように，

互いに助け合いながら学びを深めています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


